
撒
年
間
筐
底
に
面
し
た
原
稿
に
廣
般
な
改
訂
を
加
へ
て
公
に
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
篇
は
日
支
露
霜
の
官
公
文
書
に
よ
っ
て
明
治

十
八
年
天
津
條
約
よ
り
明
治
二
十
七
年
B
支
開
職
に
至
る
迄
の
三

國
關
係
を
考
察
す
る
を
主
眼
マ
」
す
る
。
特
に
油
目
す
べ
き
新
設
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
朝
鮮
を
中
心
ミ
す
る
外
交
上
の
重
要
期
に

つ
い
て
和
漢
洋
の
史
料
を
基
礎
ε
し
て
相
當
詳
し
い
著
蓮
の
幽
た

事
は
置
目
に
償
す
る
。
　
（
京
城
帝
國
大
畢
登
行
、
非
頁
晶
）

　　甕

　　薯

　　誉

　　蕪

　　旧

記畦
倉

進
畢
著

　
本
書
は
去
る
四
月
京
城
器
量
大
詰
法
文
學
部
研
究
…
調
査
丁
子
第

二
輯
ミ
し
て
嚢
行
さ
れ
嚢
に
印
行
さ
れ
た
「
蔵
馬
丁
北
道
方
言
」
及

び
「
李
安
南
北
道
の
方
言
」
電
合
せ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
著
者

が
前
年
度
に
引
潜
き
昭
和
四
年
漏
路
の
殆
ん
さ
全
部
に
亙
っ
て
調

査
し
た
結
果
の
護
表
で
爾
道
方
言
の
特
質
を
音
韻
、
語
法
、
語
彙

の
三
方
面
か
ら
観
察
し
て
其
分
布
の
歌
態
を
明
に
し
た
の
み
な
ら

す
中
聞
に
介
在
す
る
此
地
方
の
方
雷
が
既
に
調
査
し
得
た
江
原
道

蔵
北
臆
説
南
北
道
の
そ
れ
に
樹
し
て
如
何
な
る
關
係
に
立
つ
か
を

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

論
じ
黄
海
道
方
言
ミ
威
撒
播
道
方
言
の
問
に
は
著
し
い
逞
庭
が
あ

り
成
鏡
南
道
方
言
は
更
に
南
部
ミ
北
部
に
於
て
大
な
る
相
違
が
あ

り
南
部
は
黄
海
道
の
そ
れ
に
近
く
成
句
特
有
の
方
言
は
威
北
南
部

及
び
万
両
北
道
厚
昌
地
方
迄
仲
果
し
て
居
る
マ
」
結
ん
で
居
る
（
京

城
帝
國
大
學
）
。
〔
以
上
今
石
〕

　
　
　
⑭
西
洋
中
世
史
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
植
村
清
之
助
著

　
坂
口
博
士
は
、
ラ
ン
グ
史
墨
を
深
く
腱
得
し
て
、
吾
が
國
の
史

墨
に
古
典
的
な
重
さ
を
加
へ
ら
れ
た
が
、
他
面
に
於
い
て
植
村
博

士
は
、
西
歓
の
傳
統
的
史
墨
に
封
ず
る
叫
流
の
批
判
を
以
っ
て
、

呂
本
に
於
け
る
西
洋
史
研
究
の
儒
に
猫
自
の
盤
、
面
を
オ
リ
エ
ン
．
チ

ー
レ
ン
し
て
居
ら
れ
た
如
く
想
は
れ
る
。
本
書
は
欺
か
る
想
定
の

謬
ら
ざ
る
事
を
示
し
て
居
る
。

　
探
挿
せ
る
七
論
詰
の
中
、
六
篇
は
既
に
專
門
誌
上
に
便
櫨
を
問

は
れ
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
巻
頭
の
一
篇
「
中
世
初
期
に
於
け
る

國
家
的
直
話
的
嶽
久
遷
の
研
究
し
を
紹
介
す
る
。
京
都
帝
國
大
學
に

墨
位
論
文
ε
し
て
提
繊
せ
ら
れ
た
本
篇
は
閃
。
彗
孤
帆
及
び
b
ヴ
財
夢
鴇

の
鋤
立
を
中
心
ε
し
て
槻
た
る
古
代
中
世
轄
換
期
の
歴
史
的
考
察

　
　
　
第
十
｝
滋
維
〕
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
一
ご

（17エ）



　
　
　
　
紹
　
　
　
　
立

言
し
て
、
中
世
史
の
中
心
事
實
な
る
ロ
ー
マ
風
ダ
ル
マ
山
風
赴
會

の
成
立
に
獣
す
る
、
現
代
中
世
史
學
の
最
も
高
き
水
準
に
立
つ
基

礎
的
研
究
で
あ
る
。

　
＜
α
三
聖
≦
弩
島
毎
づ
σ
q
を
一
つ
の
破
・
壌
蓮
動
嘱
こ
し
て
取
扱
ふ
こ
ミ

ば
、
中
世
史
の
理
解
に
諾
し
て
甚
だ
し
い
誤
謬
を
齋
ら
し
た
。
現
在

の
中
世
史
研
究
は
、
そ
の
初
期
に
關
し
て
最
も
多
く
の
問
題
を
持

っ
て
居
る
。
特
に
ω
O
筆
磐
陣
涛
①
－
こ
、
閏
答
ぎ
蔚
8
芭
8
弓
、
、
」
の
間
に
介
在

す
る
諸
問
題
の
討
究
は
著
し
い
活
氣
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

彼
の
填
國
史
家
と
喜
。
蕊
け
。
℃
ω
9
は
、
ヵ
ロ
リ
ン
グ
朝
研
究
よ
り

湖
っ
て
此
の
方
面
に
研
究
を
進
め
、
最
も
啓
蒙
的
な
態
度
を
持
し

て
、
多
く
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
ざ
論
敵
ミ
を
擁
し
圭
ミ
し
て
繹
濟
史

的
見
地
よ
り
、
古
代
中
世
の
直
線
的
纏
絡
を
主
張
し
、
所
謂
る
囚
纂

p
。
・
窪
D
9
窪
夢
。
o
吋
δ
及
び
目
三
仲
霞
。
三
際
（
古
代
文
化
停
頓
詮
）
の
奮

見
解
に
封
し
て
勇
敢
な
る
論
鋒
を
向
け
て
居
る
。
種
々
の
瓢
よ
り

U
o
霧
。
『
の
墨
風
に
接
近
し
て
居
ら
れ
た
植
村
博
士
の
本
論
文
ε
、

彼
れ
の
9
琶
〔
碁
σ
々
①
自
費
。
舅
○
℃
賦
ω
9
窪
因
巳
葺
お
馨
瓦
6
と
環
ロ
単
ε

を
比
較
す
る
の
は
、
本
篇
を
評
抄
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
ら
う
。

　
第
一
に
本
篇
は
そ
の
構
成
に
於
い
て
、
d
o
甥
∩
プ
に
比
し
て
極
め

　
　
　
第
十
五
巷
　
　
第
四
競
　
　
　
山
ハ
七
四

て
明
確
な
る
理
論
的
根
茎
を
示
し
て
居
る
。
即
ち
考
察
の
範
園
噛
こ

し
て
、
古
代
中
世
の
轄
換
期
を
五
世
紀
初
、
六
世
紀
末
の
間
ε
限

定
せ
る
一
事
は
、
シ
…
ザ
ー
及
び
タ
キ
ツ
ス
時
代
よ
り
、
八
世
紀

ま
で
を
範
國
に
入
れ
る
O
o
窃
。
プ
に
翻
し
て
、
著
し
く
吾
人
の
注
意

を
喚
超
す
る
。
五
世
紀
初
に
出
血
鮎
を
索
め
た
の
は
、
．
蓋
し
8
？

自
己
鼠
の
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
、
帝
國
ミ
秘
族
ミ
の
關
係
の
，

憂
化
に
重
き
を
置
い
た
結
果
で
あ
ら
う
。
餅
様
な
見
方
は
、
民
族

移
動
史
家
の
現
代
に
於
け
る
構
威
菊
民
≦
齢
m
。
げ
巨
象
に
よ
っ
て
も

力
強
く
代
表
せ
ら
れ
て
居
る
。
、
（
ω
。
ゴ
凱
創
ご
》
回
お
ρ
≦
Φ
言
。
Ω
①
。
。
－

o
ぼ
。
客
○
（
】
9
Q
賃
巳
営
9
じ

　
第
二
に
、
U
O
甥
O
げ
の
考
察
す
る
地
理
的
範
園
は
、
主
ミ
し
て
ラ

イ
ン
・
ド
ナ
ウ
の
海
開
地
方
師
ち
り
メ
ス
地
方
が
重
き
を
な
し
て

居
る
骨
か
、
，
本
敵
桶
は
ビ
ザ
ン
ツ
。
ブ
リ
タ
ニ
ア
を
除
く
登
羅
監
尚
州
｛
域

に
亙
っ
て
居
る
。

　
第
三
に
、
U
O
冨
。
げ
の
考
察
は
專
ら
縄
濟
史
．
的
見
地
に
立
脚
し
、

教
會
史
上
の
問
題
を
も
是
を
経
濟
的
に
取
扱
は
ん
ミ
す
る
傾
き
が

あ
る
。
然
る
に
本
篇
は
、
三
方
面
よ
り
の
考
察
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
居
る
。
即
ち
第
一
篇
は
民
族
移
動
期
に
封
ず
る
政
治
的
考
察

（　172　）
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で
あ
り
、
第
二
篇
は
縄
濟
史
的
法
制
史
的
研
究
、
第
三
篇
は
精
紳

的
宗
教
的
考
察
に
他
な
ら
ぬ
。
右
に
よ
っ
て
本
篇
の
形
の
上
に
於

け
る
完
整
を
認
識
す
る
こ
ε
が
幽
來
る
。
次
に
、

第
四
、
繭
に
も
述
べ
た
如
く
U
O
℃
ω
9
は
そ
の
態
度
総
々
啓
蒙
的

に
馳
せ
た
る
の
み
な
ら
す
、
主
張
す
る
こ
¶
こ
餓
り
に
急
に
し
て
時

に
矯
激
な
る
議
論
に
馳
せ
て
論
敵
に
載
り
、
却
て
問
題
を
紛
糾
せ

し
む
る
嫌
ひ
が
な
い
で
は
な
い
。
吾
が
植
村
博
士
が
、
西
歓
墨
界
の

愚
智
よ
り
蓮
ざ
か
り
能
く
西
欺
史
家
の
弊
資
を
脱
し
て
錯
湊
せ
る

多
野
の
問
題
を
適
當
な
る
麟
着
黙
に
於
い
て
整
理
し
た
眞
攣
な
る

態
度
は
吾
人
の
深
く
推
服
す
べ
き
ミ
こ
ろ
で
あ
る
。
是
れ
固
よ
り

博
士
の
重
厚
な
る
学
風
亀
、
」
精
倒
な
る
批
制
噛
こ
の
然
ら
し
む
る
ミ
こ

ろ
で
あ
ら
う
け
れ
さ
も
、
博
士
が
堪
能
な
る
羅
句
語
の
智
識
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

っ
て
、
根
本
史
料
の
探
索
に
克
明
な
努
力
を
惜
ま
れ
ざ
り
し
に
倹

つ
事
が
亦
堰
く
な
い
。
本
篇
は
實
に
尾
8
毎
弓
窪
窪
　
Ω
。
§
髪
置
①

踏
醇
9
8
を
利
用
し
た
る
B
本
最
初
の
論
篇
な
る
の
み
な
ら
す
、

そ
の
探
索
の
範
園
の
廣
さ
に
於
い
て
西
歓
一
流
の
著
述
に
比
し
冤

も
遜
色
を
認
め
な
い
。

　
第
五
、
d
O
霧
。
げ
が
そ
の
議
論
の
但
馬
ミ
せ
る
材
料
は
王
ミ
し

　
　
　
紹
　
　
　
　
　
介

て
グ
ル
マ
ニ
ア
考
古
學
研
究
の
結
果
－
こ
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
時
代
研

究
に
於
い
て
最
も
鮮
や
か
に
そ
の
手
腕
を
糞
零
し
た
文
書
の
利
用

で
あ
る
。
一
般
に
U
o
篇
。
プ
は
、
新
材
料
に
よ
つ
て
立
論
す
る
。
然
る

に
植
村
榑
士
は
全
く
傳
來
の
ω
9
舞
。
・
け
巴
2
を
史
料
ミ
し
て
居
る
。

日
本
に
於
け
る
研
究
の
不
便
よ
り
恐
ら
く
止
む
を
得
す
し
て
探
つ

へた
此
の
方
法
は
、
幾
多
の
新
し
き
光
明
を
本
篇
に
與
へ
て
居
る
こ

ミ
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
第
三
篇
の
如
き
o
Q
巴
ぐ
㌶
謹
潮

く
窪
弓
畝
器
剛
○
答
§
臼
・
ε
ρ
o
Q
鼠
。
づ
冒
。
。
》
℃
。
霞
生
玉
を
史
料
ε
す
る
山
斬

新
に
し
て
猫
自
な
る
研
究
で
あ
る
。
此
の
時
代
の
精
沸
生
活
に
鋤

し
て
最
も
深
き
理
解
を
示
し
て
居
る
彼
の
教
會
史
の
穫
威
》
8
Φ
昌

韻
費
銘
。
搾
は
、
同
一
の
史
料
を
用
ゐ
乍
ら
、
全
然
異
り
た
る
論
程

を
結
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
本
篇
に
比
類
な
き
猫
自
性
を
賦
與
す
る
も
の
は
、
全
篇

を
貫
く
原
則
、
即
ち
閃
○
諺
ρ
葺
切
貧
葺
昌
の
封
立
に
槻
鮎
を
置
く
終

始
一
貫
せ
る
著
者
の
立
場
で
あ
る
。
著
者
は
、
U
夢
鋤
よ
り
。
Q
夢
巳
黛

に
至
る
く
α
汗
。
署
§
α
2
§
0
9
の
諸
大
家
が
、
畏
れ
も
種
族
に
よ
る

臓
別
を
以
っ
て
標
準
ε
な
せ
る
を
根
糠
薄
弱
な
り
ミ
し
、
即
。
日
p
凱

切
段
審
鼠
の
封
立
に
於
い
て
民
族
移
動
史
を
説
か
ん
ε
す
る
、
最
も

　
　
　
錐
十
五
｛
智
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
五

（　173　）



　
　
　
紹
　
　
　
　
介

合
理
的
に
し
て
大
謄
な
る
原
則
に
終
始
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而

も
替
れ
は
博
士
の
中
世
史
に
封
ず
る
見
解
よ
り
生
ず
る
必
然
の
飾

結
に
他
な
ら
な
い
。

　
文
藝
復
興
期
に
於
け
る
北
方
嫌
悪
及
び
十
八
世
紀
に
於
け
る
中

世
否
定
の
傾
向
よ
り
由
興
す
る
謬
見
を
打
破
し
て
、
申
世
を
ば
特

殊
な
る
生
活
、
ゴ
シ
ッ
ク
文
化
隔
こ
し
て
認
識
す
る
傾
向
に
封
し
て

中
世
を
古
代
近
代
ε
隔
絶
せ
る
別
殊
な
る
生
活
ぐ
』
見
す
し
て
、
古

代
要
素
ざ
新
し
き
生
活
要
素
ミ
の
混
交
す
る
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
其

物
ε
す
る
に
、
よ
り
歴
史
的
な
る
見
地
に
立
脚
す
る
見
方
が
あ
る
。

権
村
博
士
は
常
に
後
者
の
見
方
を
有
力
に
代
表
し
て
居
ら
れ
た
。

聡
穎
史
の
中
心
事
實
は
ロ
ー
マ
風
グ
ル
マ
ン
風
肚
會
の
成
立
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
。
此
の
就
會
の
成
立
は
交
互
的
で
あ
る
。
一
面
に
於
い
て
は
グ

ル
マ
ン
の
ロ
ー
マ
化
で
あ
り
他
爾
に
於
い
て
ロ
ー
マ
胤
會
の
グ
ル

マ
ン
化
で
あ
る
。
此
の
信
認
こ
そ
正
し
く
本
篇
に
潜
む
ラ
イ
ト
モ

チ
…
フ
で
あ
っ
て
、
本
篇
を
し
て
右
の
如
き
形
式
を
採
ら
し
め
た

る
所
以
で
あ
る
。
此
の
一
見
大
浮
な
る
試
み
は
、
今
後
の
中
世
史

研
究
に
、
砂
か
ら
ぬ
刺
載
ε
光
明
ざ
を
與
へ
る
で
あ
ら
う
く
」
信
ず

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
十
五
巻
　
　
錦
悶
【
號
　
　
　
口
輪
・
七
山
ハ

　
要
す
る
に
本
篇
は
古
代
中
世
罷
業
期
に
横
は
る
諸
種
の
錯
綜
せ

る
問
題
を
能
く
整
理
し
て
其
の
間
自
ら
著
者
濁
虜
の
見
解
を
示
せ

る
の
み
な
ら
す
、
第
一
篇
の
第
三
章
四
章
、
第
二
篇
の
第
三
章
及

び
第
三
篇
は
大
醒
に
於
い
て
西
欧
史
壇
に
充
分
評
慣
さ
る
べ
き
新

研
究
に
属
し
て
居
る
。
正
に
坂
口
博
士
の
「
希
臓
文
明
の
潮
流
」

ミ
相
並
ん
で
吾
が
西
洋
三
豊
に
永
く
輝
く
べ
き
珠
玉
で
あ
ら
う
9

論
評
す
る
よ
り
も
、
簸
ろ
糠
っ
て
墨
ぶ
べ
き
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ざ
す

べ
き
で
あ
る
。
（
菊
鋼
四
〇
〇
頁
、
偵
、
三
入
○
、
星
野
書
贋
）
〔
鈴
木
〕

醗
西
洋
史
講
座

雄
山
閣
登
行

　
曾
て
日
本
史
、
東
洋
史
の
講
座
を
還
し
た
雄
心
閣
書
店
で
は
、
、

今
度
そ
の
姉
妹
講
座
，
こ
し
て
西
洋
史
講
座
を
遡
行
し
た
っ
瀬
川
、
，

大
類
爾
博
士
監
修
の
下
に
な
る
も
の
で
未
だ
数
冊
を
出
し
た
に
す

ぎ
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
執
筆
者
に
睡
蓮
の
入
、
多
撒

を
加
へ
、
編
纂
法
に
も
特
別
の
注
意
が
彿
は
れ
て
居
る
の
を
見

る
。
圭
要
部
分
は
「
古
代
東
方
二
品
史
」
に
始
ま
り
「
現
代
史
」
に
至

る
時
代
史
で
あ
り
、
そ
の
他
、
外
交
、
思
想
、
宗
敏
か
ら
昔
樂
、
建

築
、
美
術
等
の
特
殊
方
面
を
も
撫
へ
て
、
夫
々
分
身
諸
氏
が
得
意

（　17・1　）


